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清潔な 施設で 豚を 育てる 

「肉質を 決める のは I 般 的に、 
品種 6 割、 エサ 2 割、 水 1 割、 愛 
情 •環境 1 割と いわれて います」 と 
泰 幸さん。 九州から 導入した 母 豚 
に 品質の 高い 豚を 人工 授精で 交 


知 つても らいたい。 さくら ポ—ク は 
臭みが 少なく、 脂身が 苦手な 方に 
も おすすめ。 豚肉の 脂身を 取り 
除く 方 も 多いです が、 栄養が たく 
さん 詰まっ ています ので、 残さず 
に 食べても らいたいです ね」。 

成長を 続ける 松葉 ビッグ ファー 
ム 。いなべ 市の ブランド 豚は、 クチ 
コミで おいし さの 輪を 全国に 広げ 
ています。 「市内に 良い 場所が あ 
れ ば、 生産 農場を 増やしたい。 質 
の 良い 肉を たくさん 生産し、 多く 
の 人に 味わっても らいたいです」 と 
泰 幸さん は 先を 見据えます。 


さくら ポーク の 人気 拡大 中！ 


おいし さの 秘密は 飼養 環境に あり 

松葉 ピック ファ— ム 

養老 山麓の 自然に 囲まれた、 松葉 ビッグ ファ— ム。 

独自に 開発した さくら ポ—ク は' 

ブランド 豚と して 人気を 集めて います。 

いなべ 市 •東 員 町 •桑 名 市を 中心に 出荷。 

贈答品と しても 喜ばれて おり、 

年末 年始な ど ハレの 日の 食事に も おすすめです。 


20 年 前に 先代が 開発 
地域で 人気を 集める 豚肉 

肉が 桜色で ぁる ことから 名 付 
けられた、 さくら ポ—ク 。臭みが 
少なく、 柔らかくて ジユ— シ—な 
口当たりが 特徴です。 誕生した の 
は、 約 20 年 前。 食肉を 取り扱う 業 
者から、 新しい ブランドの 豚を 売 
り 出したい という 打診が きっ かけ 
でした。 当時、 松葉 ビッグ ファ— ム 
の 代表を 務めて いた 松葉 幸 道 さ 
んは、 三重県 北 勢 地域の 肉 豚 生産 
者 組合 「4P 会」 に 所属。 組合が 
指定した 豚を 交配し、 さくら ポ— 
クを 生み出しました。 現在は 代を 
変え、 幸 道さん の 長男. 祟 道さん 
が 精肉と 販売を 担い、 次男. 泰幸 
さんと 三男. 幸 登さん が 生産に 携 
わっ ています。 

さくら ポ—ク は、 県内 各地で 販 
売。 さらに 高品質な ものは、 松葉 
ビッグ ファ— ム 5/  — ト センタ— 本店 
の ほか、 JA いなべ ファ— マー ズマ| 
ケット 「いな べっこ」'  ふれぁいの 駅 
「うりぼう」 で 販売され ています。 
「一度 味わったら、 他は 食べられな 
い」 との 声が 届く ほど'  地元での 
人気が 高く、 東 員 町と いなべ 市の 
飲食店 20 店 以上で さくら ポ—ク 
が 味わえます。 


配 させて います。 さくら ポ—ク の 
特徴は、 その 名のと おり、 桜色の 
身。 脂肪が 網目 状に 多く 入る 遺 
伝 子を 選ぶ ことで、 美しい 色合い 
を 実現して います。 

エサは トゥモ ロコ シを 中心に、 
大豆な どの 穀物を 混ぜて 加熱 処 
理 。食品 廃棄物を 再 利用した エサ 
に比べて、 発育が 早い といい ます。 
さらに ミネラル 豊富な 水を 使用。 
エサ や 飲み水に 配慮し、 手間を か 
けて 健やかな 身体を 育みます。 

松葉 ビッグ ファー ムが 特に 力を 
入れて いるのは'  豚の 生育 環境で 
す。 泰 幸さん は 家族 経営の 体制 
を 廃止。 新たに 従業員を 雇って 飼 
養 施設を 整備す るな どの 変革を 
進めて きました。 狙いは 作業の 効 
率 化 だけでなく、 清潔な 生育 環 
境を 保つ ため。 育った 豚は、 肉質が 
良好 だと 胸を 張ります。 「同業者 
や 獣医が ぅちに 来て 驚く のは、 清 
潔 さです。 私は、 環境 も 肉質を 左 
右す る 要因 だと 思います J 。 

2008 年から、 飼養 施設の 建 

て 替ぇ や 整備と いった 設備投資に 

注 力。 敷地を 全面 アスファルト 舗 
装に し、 移動 や 掃除に よる 負担を 

軽減し ました。 従業員に も 「整理. 

整頓 •清掃. 清潔. しつけ」 の 5S 活 

動を 呼びかけ、 常に 清潔な 状態を 


保って います。 

豚は、 生後 180 日程 度で 出荷。 
そのうち 約 1 割が 事故 や 病気で 
命を 落として しまいます。 病気の 
流入を 防ぐ ため、 外来者の 立ち 
入りは 禁止。 飼養 施設への 衛生に 
は 細心の 注意を 払って います。 「病 
気で 死なせて しまう ことが'  一番 
悲しいです。 環境を 変えてから 病 
気は 減っ ています が、 〇 になる まで 
満足は できません」 と泰 幸さん は 
力を 込めます。 

多くの 人に 届ける ため 
加工と 生産の 規模を 拡大 

精肉を 担う 崇道 さんは 近年、 
加工 食品の 製造に 注 力。 松葉 ピッ 
グフ ア—ム から 8 キロに 位置す る 
ミ ー ト センタ— 本店では、 11 月 か 
ら 豚まん の 販売を 開始し ました。 
「おいし さを 追求し、 肉の 割合い 
を 多くして います。 ご 家庭で 調理 
しやすい ように、 小ぶ りな サイズ 

も 特徴です」。 

来年'  ミ— ト センタ— 本店 横に 

新 店舗を 建設 予定。 販売 スぺ —ス 
の 他に 調理 室を 設け、 親子で 参加 

できる 食育 イベントを 開催したい 

と 夢を 膨らませます。 「さくら 

ポ—ク を 通して、 生命の 大切 さを 


